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一
、
概
要

金
銅
十
一
面
観
音
菩
薩
坐
像　

法
量（
単
位
：
㎝
）

〈
本
体
〉

総
高（
光
背
含
む
）八
・
三　

像
高　

四
・
〇　

髪
際
高　

二
・
九　

頂
─
顎
二
・
一　

面
長
〇
・
七　

面
幅
一
・
〇　

面
奥
一
・
一

坐
奥
一
・
六　

膝
張
二
・
九　

五
輪
塔
高
〇
・
七

〈
台
座
〉

総
高
三
・
四　

最
大
張
四
・
六　

最
大
奥
四
・
七

〈
光
背
〉

高
六
・
六　

最
大
幅
四
・
六

〈
金
銅
仏
の
形
状
〉

　

頭
上
の
円
形
台
座
上
に
頂
上
面
を
表
し
、
そ
の
下
に
全
周
に
渡
り
均
等
に
十
一
面
を
配

す
。
頂
上
面
に
は
肉
髻
、
髪
際
線
、
両
耳
、
鼻
が
表
さ
れ
、
十
一
面
に
も
髪
際
線
が
表
現

さ
れ
る
。
本
面
の
頭
髪
は
額
上
中
央
に
分
け
目
を
つ
く
り
、
左
右
各
三
束
の
髪
束
を
形
成

し
、
そ
の
上
に
毛
筋
彫
り
を
施
す
。
面
部
は
、
瞑
目
し
閉
口
す
る
。
両
耳
の
下
端
を
表

し
、
耳
朶
不
貫
と
す
る
。
袈
裟
を
着
け
、
覆
肩
衣
を
着
け
る
。
腹
前
で
禅
定
印
を
結
び
、

そ
の
上
に
五
輪
塔
を
の
せ
る
。
五
輪
塔
は
後
方
ま
で
丸
彫
状
に
表
さ
れ
、
底
面
お
よ
び
後

方
地
輪
付
近
の
小
突
起
に
よ
っ
て
本
体
と
連
続
す
る
。
脚
部
は
趺
坐
形
と
し
、
左
右
膝
下

か
ら
台
座
に
か
け
て
衣
を
垂
下
す
る
。

　

台
座
は
、
蓮
台
、
敷
茄
子
、
反
花
、
框
か
ら
な
る
。
蓮
台
の
花
弁
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
細

か
く
筋
が
表
さ
れ
、
反
花
は
複
弁
で
内
区
に
魚
々
子
地
が
細
や
か
に
施
さ
れ
る
。
框
に
も

は
じ
め
に

　

本
稿
で
紹
介
す
る
金
銅
仏
と
厨
子
は
一
具
と
し
て
長
く
館
蔵
さ
れ
て
き
た
も
の
だ
が
、

図
像
的
に
奇
妙
で
ご
く
小
作
で
あ
る
た
め
か
、
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
金
銅
仏
・
厨
子
と
も
に
十
四
世
紀
に
遡
る
作
と
考
え
ら
れ
、
厨
子
の
絵
画
描

写
な
ど
は
特
に
精
緻
で
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
に
注
目
す
べ
き
特
徴
を
有
す
る
。

　

金
銅
仏
は
、
頭
上
に
十
一
面
を
戴
き
な
が
ら
、
腹
前
で
定
印
を
組
み
そ
の
上
に
五
輪
塔

を
載
せ
て
坐
す
。
定
印
を
組
み
五
輪
塔
を
載
せ
る
の
は
、
醍
醐
寺
三
宝
院
の
弥
勒
菩
薩
坐

像
に
創
始
さ
れ
た
弥
勒
の
図
像
に
見
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
本
像
は
頭
部
に
十
一
面
を
戴
く

こ
と
か
ら
十
一
面
観
音
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
加
え
て
光
背
背
面
に
は
数
珠
を

執
る
出
家
者
の
姿
が
描
か
れ
、
そ
の
上
部
の
色
紙
型
に
墨
書
が
残
る
。

　

厨
子
は
い
わ
ゆ
る
春
日
厨
子
で
、
厨
子
内
側
の
背
面
壁
お
よ
び
側
面
扉
に
春
日
の
社

景
、
正
面
扉
に
不
動
明
王
と
愛
染
明
王
を
描
く
。
不
動
・
愛
染
を
左
右
に
配
置
す
る
春
日

厨
子
は
内
部
に
舎
利
を
安
置
す
る
こ
と
が
多
く
、
本
作
は
そ
の
列
に
加
わ
る
新
出
作
例
と

な
る
。
な
お
か
つ
本
厨
子
背
面
壁
の
春
日
社
景
は
、
春
日
宮
曼
荼
羅
の
古
例
と
し
て
知
ら

れ
る
根
津
美
術
館
本
と
共
通
す
る
、
一
宮
か
ら
四
宮
の
社
殿
を
正
面
か
ら
描
く
図
像
を
用

い
て
い
る
。

　

こ
の
金
銅
仏
と
春
日
厨
子
が
も
と
も
と
一
具
で
あ
っ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。
本
稿
で

は
、
本
作
の
現
状
を
確
認
し
た
上
で
像
と
厨
子
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
そ
の
様
式
や
図
像
を

分
析
し
、
一
具
性
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

静
嘉
堂
蔵　

金
銅
十
一
面
観
音
菩
薩
坐
像
お
よ
び
春
日
厨
子
に
つ
い
て

大
沼　
陽
太
郎



30

精
緻
な
魚
々
子
地
の
上
に
花
葉
文

が
表
さ
れ
る
。

　

光
背
は
、
正
面
に
七
つ
の
円
区

を
造
り
、
そ
の
内
部
に
化
仏
を
描

く
。
化
仏
は
七
体
と
も
ほ
ぼ
同
図

様
で
、
髪
は
青
色
、
肉
身
は
肌

色
、
衣
は
朱
色
、
台
座（
蓮
華
座
）

は
緑
色
で
あ
る
。
光
背
背
面
に
は

白
土
地
の
上
に
、
緑
色
に
白
縁
を

表
す
上
畳
の
上
に
左
斜
め
向
き
に

座
る
人
物
を
描
く
。
人
物
は
、
白

い
頭
巾
を
被
り
、
薄
青
色
の
環
袈

裟
を
着
、
右
手
に
数
珠
を
握
る
。
人
物
の
上
方
に
は
緑
色
と
赤
色
の
色
紙
型
を
配
す
。
赤

色
の
色
紙
形
に
は
「
家
本
□
□
□
／
何
為
妓
幻
與
／
父
別
相
距
萬
／
里
願
里
受
閔
」
と
読

め
る
墨
書
が
確
認
で
き
る【
挿
図
１
】。

〈
金
銅
仏
の
構
造
〉

　

構
造
は
、
頭
頂
か
ら
敷
茄
子
以
上
一
鋳
、
反
花
以
下
一
鋳
と
し
、
底
部
か
ら
方
形
の
軸
で

固
定
す
る【
口
絵
８
】。
頂
上
面
は
接
合
部
が
非
常
に
細
い
た
め
、
別
鋳
・
後
付
け
の
可
能
性

も
あ
る
が
、
十
一
面
部
分
は
頭
部
と
同
体
・
一
鋳
で
、
五
輪
塔
も
本
体
と
一
鋳
で
あ
る
。
光

背
も
一
鋳
で
、
光
背
背
面
下
端
で
上
下
二
つ
の
円
頭
鋲
に
よ
り
敷
茄
子
部
分
に
固
定
す
る
。

〈
金
銅
仏
の
状
態
〉

　

状
態
は
、
本
体
、
台
座
、
光
背
表
面
は
全
体
に
黒
ず
み
、
や
や
摩
耗
す
る
が
、
大
き
な

欠
失
部
分
は
見
ら
れ
な
い
。
光
背
正
面
の
化
仏
お
よ
び
背
面
の
絵
画
は
、
ほ
と
ん
ど
の
化

仏
の
台
座
部
分
や
背
面
の
緑
色
の
色
紙
形
全
体
や
人
物
の
左
手
付
近
を
は
じ
め
、
剥
落
箇

所
が
多
い
。

春
日
厨
子　

法
量（
単
位
：
㎝
）

全
高
一
四
・
〇　

全
幅
一
一
・
三　

全
奥
九
・
七

屋
蓋
部　

高
一
・
三　

幅
一
一
・
三　

奥
九
・
七　

軸
部　
　

高
一
一
・
五　

幅
八
・
五　

奥
七
・
〇　

基
壇
部　

高
一
・
四　

幅
一
〇
・
七　

奥
九
・
二

〈
厨
子
の
構
造
〉

　

厨
子
は
宮
殿
形
で
、
屋
蓋
部
、
軸
部
、
基
壇
部
か
ら
な
る
。

　

屋
蓋
部
は
、
上
か
ら
露
盤
様
の
方
形
の
段
、
照
り
起
り
の
あ
る
屋
蓋
、
二
段
の
上
框
か

ら
な
る
。
屋
蓋
お
よ
び
上
框
の
四
方
に
は
隅
金
具
が
施
さ
れ
る
。

　

軸
部
は
正
面
に
観
音
開
き
の
扉
が
二
枚
、
側
面
に
各
一
枚
の
扉
が
開
く
。
扉
は
そ
れ
ぞ

れ
外
側
か
ら
上
下
二
つ
の
蝶
番
で
留
め
ら
れ
る
。
正
面
扉
、
側
面
二
扉
に
は
そ
れ
ぞ
れ
掛

け
金
具
が
付
く
。
ま
た
正
面
扉
の
縁
に
は
、
四
つ
の
飾
り
釘
が
打
た
れ
る
。

　

基
壇
部
は
二
段
の
下
框
と
一
段
の
基
壇
か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
四
方
に
隅
金
具
が
施
さ

れ
る
。

　

現
状
、
屋
蓋
部
は
軸
部
の
四
方
柱
の
上
端
に
設
け
ら
れ
た
丸
枘
に
よ
り
接
合
さ
れ
て
お

り
、
取
り
外
し
が
可
能
で
あ
る
。
軸
部
の
背
面
板
も
、
両
側
と
屋
蓋
部
に
切
ら
れ
た
溝
で

受
け
る
形
式
で
、
屋
蓋
部
を
外
せ
ば
上
方
か
ら
取
り
外
す
こ
と
が
で
き
る
。
奈
良
・
不
退

寺
蔵
五
輪
塔
象
嵌
舎
利
厨
子
な
ど
、
背
面
板
を
慳
貪
式
と
し
取
り
外
す
こ
と
が
で
き
る
例

は
存
在
す
る
。
し
か
し
不
退
寺
の
例
は
背
面
板
両
面
に
絵
画
が
描
か
れ
、
そ
れ
を
取
り
外

し
て
転
換
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
厨
子
の
場
合
は
背
面
板
に
は
外
側

に
は
絵
画
が
描
か
れ
ず
、
ま
た
屋
蓋
を
外
さ
な
け
れ
ば
背
面
板
を
外
す
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
な
ぜ
こ
う
し
た
構
造
と
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

〈
厨
子
の
絵
画
〉

　

厨
子
内
側
に
は
、
背
面
壁
に
春
日
社
景
を
描
き
、
両
側
面
壁
に
も
そ
の
社
景
が
連
続
す

る
。
こ
の
春
日
社
景
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
正
面
扉
に
は
向
か
っ
て
右
側
に
不
動
明
王

坐
像
、
左
側
に
愛
染
明
王
坐
像
を
表
す
。

　

不
動
明
王
坐
像
は
向
か
っ
て
左
を
向
き
、
右
手
で
三
鈷
剣
を
執
り
、
左
手
に
は
羂
索
を

握
る
。
頭
上
に
頂
蓮
を
頂
き
、
巻
髪
と
す
る
。
面
部
は
両
目
を
見
開
き
、
口
を
へ
の
字
に

曲
げ
て
閉
じ
、
下
の
両
牙
を
上
出
す
る
。
瓔
珞
、
臂
釧
、
腕
釧
、
足
釧
、
条
帛
、
裳
を
着

け
る
。
こ
の
う
ち
条
帛
に
は
界
線
と
文
様
、
裳
に
も
円
文
が
金
泥
で
施
さ
れ
、
衣
文
も
墨

描
で
表
現
さ
れ
る
。
火
炎
光
背
を
負
い
、
瑟
瑟
座
に
座
す
。
彩
色
は
、
唇
は
朱
、
肉
身
お

挿図１　光背背面色紙形墨書（赤外線写真）
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よ
び
裳
の
裏
側
を
黒
色
、
巻
髪
の
地
の
部
分
と
条
帛
、
裳
を
赤
褐
色
と
し
、
頭
髪
、
眉

毛
、
瓔
珞
、
臂
釧
、
腕
釧
、
足
釧
、
三
鈷
剣
の
三
鈷
部
分
、
羂
索
の
先
端
、
条
帛
の
界
線

お
よ
び
文
様
、
裳
の
文
様
を
金
色
で
表
す
。
頂
蓮
、
三
鈷
剣
の
剣
部
分
、
羂
索
の
ロ
ー
プ

部
分
は
暗
褐
色
の
盛
り
上
げ
彩
色
と
す
る
。
勢
い
よ
く
立
ち
上
が
る
火
炎
光
背
は
、
中
央

部
を
明
る
い
茶
色
と
し
、
そ
こ
に
金
色
と
赤
色
を
織
り
交
ぜ
、
高
く
の
ぼ
る
火
煙
を
表
現

す
る
。
瑟
瑟
座
は
、
界
線
を
金
色
と
し
、
藍
色
、
肌
色
、
青
色
、
赤
色
で
構
成
し
、
内
区

縁
部
に
淡
い
緑
を
界
線
内
側
に
施
し
、
内
区
中
央
部
に
水
平
に
金
色
で
点
を
打
つ
。

　

愛
染
明
王
は
正
面
向
き
で
、
頭
光
、
身
光
、
熾
盛
輪
に
包
ま
れ
て
蓮
華
座
、
宝
瓶
の
上

に
座
す
。
頭
上
に
は
獅
子
冠
を
着
け
、
炎
髪
と
す
る
。
三
目
と
し
、
瞋
目
、
牙
上
出
と
し
、

開
口
す
る
。
三
道
を
表
し
、
瓔
珞
を
着
け
る
。
腕
は
六
臂
と
し
、
第
一
手
は
左
に
三
鈷
鈴
、

右
は
大
き
く
屈
し
胸
前
で
三
鈷
杵
を
と
り
、
第
二
手
は
左
に
二
本
の
矢
、
右
に
弓
を
と
る
。

第
三
手
は
左
手
に
何
も
と
ら
ず
に
五
指
を
曲
げ
て
握
り
、
右
手
に
一
本
の
未
敷
蓮
華
を
と

る
。
各
腕
に
は
臂
釧
お
よ
び
腕
釧
を
着
け
る
。
宝
瓶
は
、
反
花
、
框
の
上
に
乗
り
、
瓶
の

肩
部
に
帛
布
が
結
ば
れ
る
。
宝
瓶
に
は
蓮
華
文
ほ
か
、
微
細
な
文
様
が
施
さ
れ
る
。
宝
瓶

周
囲
に
は
向
か
っ
て
右
下
に
三
弁
宝
珠
が
一
つ
、
左
右
奥
に
火
炎
宝
珠
が
各
一
つ
確
認
で

き
る
。
彩
色
は
、
炎
髪
の
下
地
お
よ
び
身
色
を
鮮
や
か
な
赤
色
と
し
、
熾
盛
輪
内
区
、
宝

瓶
に
結
ば
れ
る
帛
布
の
片
面
、
反
花
を
や
や
暗
い
赤
色
と
す
る
。
獅
子
冠
、
条
帛
を
灰
色

と
す
る
。
炎
髪
の
毛
筋
、
瓔
珞
、
臂
釧
、
腕
釧
、
三
鈷
鈴
、
三
鈷
杵
、
弓
、
条
帛
お
よ
び

裳
の
文
様
、
頭
光
、
身
光
外
縁
の
炎
、
熾
盛
輪
の
界
線
、
蓮
華
の
界
線
、
宝
瓶
、
宝
瓶
に

結
ば
れ
る
帛
布
の
界
線
、
反
花
の
界
線
、
各
宝
珠
の
火
炎
を
金
色
で
描
く
。
頭
光
、
身
光

の
内
区
や
裳
の
裏
側
、
宝
瓶
に
結
ば
れ
る
帛
布
の
内
側
、
框
、
宝
珠
を
黒
色
で
表
す
。

　

背
面
板
に
描
か
れ
た
春
日
社
景
は
、
最
上
方
を
群
青
と
し
、
向
か
っ
て
や
や
左
側
に
金
色

の
円
相
、
春
日
山
、
御
蓋
山
を
描
く
。
そ
の
下
に
一
宮
か
ら
四
宮
の
社
殿
を
正
面
や
や
右
斜

め
向
き
に
描
き
、
そ
の
社
頭
か
ら
斜
め
下
方
向
へ
続
く
金
色
の
道
の
先
に
若
宮
の
社
殿
を
向

か
っ
て
左
向
き
に
描
く
。
金
色
の
円
相
は
月
の
如
く
見
え
る
が
、
梅
沢
恵
氏
な
ど
の
先
行
研

究
を
ふ
ま
え
れ
ば（
註
１
）、
場
合
に
よ
っ
て
月
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
春
日

の
日
輪
を
表
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
春
日
山
は
、
濃
い
緑
色
で
中
央
の
な
だ
ら
か
な
山
容
、

お
よ
び
向
か
っ
て
左
手
に
小
突
起
を
な
す
一
つ
の
端
山
（
高
山
か（
註
２
））、
向
か
っ
て
右
側
に

も
一
つ
の
山
影
を
表
す
。
春
日
山
の
樹
叢
を
濃
い
緑
色
の
上
に
淡
い
緑
色
の
線
を
横
に
細
や

か
に
引
き
表
す
。
御
蓋
山
は
、
濃
い
緑
を
淡
い

緑
で
縁
取
る
魚
鱗
状
の
形
状
を
重
ね
る
。
こ
の

よ
う
な
日
輪
、
な
だ
ら
か
な
春
日
山
、
魚
鱗
状

の
御
蓋
山
と
い
う
組
み
合
わ
せ
は
、
興
福
寺
の

あ
る
西
か
ら
見
た
、
実
景
に
近
い
春
日
社
景
の

定
型
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
下
に

表
さ
れ
る
春
日
社
社
殿
は
正
面
向
き
、
す
な
わ

ち
南
向
き
に
表
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
空
間
的

な
齟
齬
、
九
十
度
の
捻
れ
が
生
じ
て
い
る
。

　

御
蓋
山
の
下
に
は
、
濃
い
霞
が
群
青
で
引
か

れ
る
。
社
殿
の
後
背
に
は
杉
が
数
本
高
く
聳

え
、
そ
の
樹
葉
が
金
泥
で
表
さ
れ
る
。
社
殿
の

向
か
っ
て
右
に
も
、
低
い
広
葉
樹
の
樹
影
の
ほ

か
三
本
の
杉
と
み
ら
れ
る
高
木
が
見
え
る
。

　

一
宮
か
ら
四
宮
の
社
殿
は
切
妻
造
の
身
舎
に

庇（
向
拝
）を
付
け
、
朱
色
の
勾
欄
付
き
の
縁
と

木
地
色
の
階
段
を
表
す
。
千
木
、
切
妻
屋
根
、

庇
を
暗
い
赤
色
で
表
し
、
千
木
の
先
端
、
鰹

木
、
軒
と
庇
の
垂
木
飾
、
破
風
内
部
の
懸
魚
を

金
泥
で
表
す
。
身
舎
正
面
に
暗
緑
色
の
翠
簾
を

垂
ら
し
、
縦
に
数
条
金
泥
線
を
引
く
。
身
舎
に

備
え
ら
れ
た
黒
塗
地
の
机
を
描
き
、
そ
の
縁
を

金
泥
で
描
く
。
四
殿
の
周
囲
に
は
正
面
と
向
か

っ
て
左
側
面
に
朱
色
の
瑞
垣
を
廻
ら
し
、
正
面

中
央
に
鳥
居
を
立
て
る
。
瑞
垣
と
社
殿
の
間
の

地
面
は
群
青
で
塗
り
込
め
る
。

　

瑞
垣
の
周
囲
に
は
金
泥
で
道
が
廻
ら
さ
れ
、

そ
の
道
は
内
院
の
鳥
居
か
ら
斜
め
下
の
若
宮
社

殿
ま
で
直
線
的
に
続
く
。
鳥
居
の
右
下
に
は
群

挿図３　背面壁（部分） 挿図２　背面壁（部分）
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青
の
霞
が
た
れ
こ
め
、
左
下
の
大
き
な
空
間
に
は
緑
色
の
霞
が
掛
か
る
。
群
青
の
霞
の
手

前
に
は
桜
と
松
が
描
か
れ
、
若
宮
手
前
の
金
色
の
道
上
に
は
二
頭
の
鹿
が
、
一
頭
が
草
を

は
み
、
一
頭
が
振
り
返
る
姿
で
描
か
れ
る【
挿
図
２
】。
緑
色
の
霞
が
か
か
る
左
下
の
区
画
に

は
、
霞
か
ら
樹
木
の
上
部
が
の
ぞ
く
。
桜
が
多
数
と
一
本
の
梅
、
お
よ
び
広
葉
樹
と
み
ら
れ

る
樹
木
が
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
。
左
下
に
は
橋
あ
る
い
は
岩
場
が
描
か
れ
る【
挿
図
３
】。

　

向
か
っ
て
左
扉
の
内
側
に
は
、
背
面
板
と
同
様
に
最
上
部
に
は
群
青
が
引
か
れ
、
そ
の

下
中
央
に
Ｍ
字
形
の
山
、
お
よ
び
そ
の
奥
に
小
さ
な
一
山
を
金
泥
で
描
く
。
山
体
は
暗
緑

色
地
の
上
に
金
泥
で
峻
と
山
の
外
形
を
描
き
、
上
縁
に
截
金
を
施
す
。
金
色
の
山
の
右
に

は
背
面
板
か
ら
春
日
山
の
端
が
続
く
。
そ
の
下
に
は
左
右
か
ら
群
青
の
霞
が
濃
く
た
れ
込

め
、
杉
や
桜
が
樹
上
の
み
を
現
す
。
中
央
左
端
か
ら
金
色
の
道
が
下
ま
で
続
き
、
下
端
に

鳥
居
が
描
か
れ
る
。

　

向
か
っ
て
右
扉
の
内
側
に
描
か
れ
る
景
も
同
様
の
構
成
で
、
群
青
が
引
か
れ
中
央
に
金

色
の
大
き
な
山
と
左
右
に
小
さ
な
山
を
金
色
で
表
す
。
ま
た
中
央
の
山
の
前
方
に
小
さ
な

山
が
描
か
れ
、
そ
の
小
さ
な
山
の
上
に
二
本
の
金
色
の
線
が
表
さ
れ
る
。
金
色
の
山
の
下

に
は
春
日
山
の
端
を
描
き
、
群
青
と
緑
色
の
霞
が
交
互
に
表
さ
れ
、
杉
や
桜
が
繁
茂
す

る
。
下
部
中
央
に
は
二
頭
の
鹿
が
駆
け
る
様
が
描
か
れ
る
。
下
端
に
は
左
方
か
ら
斜
め
に

続
く
金
色
の
道
と
、
柵
付
き
の
鳥
居
を
表
す
。
鳥
居
の
向
か
っ
て
右
脇
の
柵
の
奥
に
は
、

さ
ら
に
一
頭
の
鹿
が
確
認
で
き
る
。

〈
厨
子
の
状
態
〉

　

厨
子
外
側
の
小
豆
色
の
漆
は
塗
り

直
し
に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ
、
屋
蓋

内
側
の
一
部
に
黒
色
の
当
初
の
漆
が

残
る
。
厨
子
底
部
や
屋
蓋
部
に
銘
は

見
ら
れ
な
い
。
厨
子
内
側
底
面
に
は
、

長
方
形
に
隅
取
を
施
し
た
漆
非
塗
装

箇
所
が
み
ら
れ
る
【
挿
図
４
】。
ま
た

屋
蓋
部
内
側
に
は
中
央
に
小
さ
な
刳

っ
た
よ
う
な
痕
跡
お
よ
び
複
数
の
小

打
撃
痕
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
厨
子

底
面
に
は
、
中
央
に
縦
書
き
で
お
そ
ら
く
は
四
文
字
記
さ
れ
て
い
た
朱
字
を
削
り
消
し
た

痕
跡
が
確
認
で
き
る【
口
絵
16
】。

　

厨
子
内
側
の
絵
画
の
状
態
は
、
背
面
壁
で
は
上
端
部
お
よ
び
下
端
部
に
白
土
地
が
露
出

し
て
お
り
、
春
日
山
、
御
蓋
山
の
一
部
お
よ
び
下
半
向
か
っ
て
左
の
緑
色
の
霞
が
か
か
る
部

分
に
剥
落
が
見
ら
れ
る
。
向
か
っ
て
左
の
扉
内
側
で
は
、
中
央
部
と
下
半
の
左
右
に
剥
落

が
あ
る
。
向
か
っ
て
右
の
扉
内
側
に
は
大
き
な
剥
落
箇
所
は
な
い
。
両
正
面
扉
で
は
、
上

端
部
が
剥
落
し
黒
い
下
地
が
露
出
す
る
が
、
像
に
は
か
か
ら
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
剥
落

箇
所
が
あ
る
が
、
総
じ
て
状
態
は
良
い
と
言
え
、
各
部
に
描
か
れ
た
絵
画
は
そ
の
小
さ
さ

を
感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
精
緻
で
、
色
鮮
や
か
に
残
る
。

二
、
年
代
と
図
像

二
─
一
、
金
銅
仏
の
年
代
と
図
像

〈
年
代
〉

　

本
像
の
年
代
を
推
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
は
服
制
を
確
認
し
た
い
。

　

本
像
は
膝
側
面
か
ら
蓮
華
座
へ
と
左
右
に
衣
を
垂
下
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
服
制
は

法
衣
垂
下
式
と
呼
ば
れ
、
十
三
世
紀
後
半
以
降
、
室
町
時
代
に
か
け
て
流
行
す
る
。
し
か

し
な
が
ら
南
都
に
お
い
て
は
文
治
四
年（
一
一
八
八
）の
興
福
寺
南
円
堂
不
空
羂
索
観
音
坐

像
に
早
く
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
建
長
三
年（
一
二
五
一
）の
京
都
・
蓮
華
王
院
千
手
観
音

菩
薩
坐
像
、
十
三
世
紀
後
半
の
奈
良
・
不
空
院
不
空
羂
索
観
音
坐
像
、
正
和
五
年
（
一
三

一
五
）
の
京
都
・
法
金
剛
院
十
一
面
観
音
坐
像
に
も
同
様
の
特
徴
が
見
て
取
れ
る
。
こ
れ

ら
奈
良
・
京
都
の
法
衣
垂
下
式
観
音
菩
薩
坐
像
は
、
十
三
世
紀
後
半
以
降
法
衣
垂
下
式
が

特
に
流
行
し
た
東
国
の
像
と
比
べ
て
、
蓮
華
座
前
面
に
は
法
衣
が
掛
か
ら
ず
、
左
右
に
の

み
が
控
え
め
に
出
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
本
像
に
お
い
て
も
法
衣
は
蓮
華
座
前
面
に
か
か

ら
ず
、
左
右
に
出
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
こ
う
し
た
南
都
北
京
の
観
音
菩
薩
坐
像
の
流
れ

の
上
に
あ
る
と
言
え
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
興
福
寺
南
円
堂
の
不
空
羂
索
観
音
坐
像
は
孤
立

し
て
早
く
、
そ
の
影
響
力
の
大
き
さ
は
無
視
で
き
な
い
な
が
ら
、
実
際
に
こ
う
し
た
法
衣

垂
下
像
が
多
く
造
ら
れ
る
の
は
十
三
世
紀
後
半
以
降
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

ま
た
本
像
は
、
袈
裟
と
覆
肩
衣
を
着
し
て
い
る
。
こ
の
如
来
像
と
共
通
す
る
服
制
は
、

挿図４　厨子内部漆非塗装箇所
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お
い
て
像
本
体
は
持
物
を
含
ん
で
一
鋳
で
あ
り
、
い
ず
れ
か
が
後
補
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

さ
ら
に
本
像
の
後
背
に
は
七
体
の
化
仏
が
表
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
釈
迦
如
来
、
薬
師
如
来
や

善
光
寺
式
阿
弥
陀
如
来
の
光
背
化
仏
の
数
で
あ
り
、
観
音
や
弥
勒
で
は
十
二
化
仏
が
多
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
像
は
不
可
解
な
図
像
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
な
り
立
っ
て
お
り
、
そ

の
造
像
意
図
を
図
像
か
ら
読
み
解
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

光
背
裏
面
の
赤
色
の
色
紙
形
に
は
「
家
本
□
□
□
／
何
為
妓
幻
與
／
父
別
相
距
萬
／
里

願
里
受
閔
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
前
半
部
分
は
欠
失
の
た
め
読
解
困
難
で
あ
り
、
緑
色
の
色
紙

形
に
文
が
続
く
可
能
性
も
あ
る
が
、
可
読
部
分
は
以
下
の
よ
う
に
読
む
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　

家
本
□
□
□
何
為
れ
ぞ
妓
幻
父
と
別
れ
相
距
て
る
こ
と
萬
里
。

　
　

願
わ
く
は
里
に
閔
れ
み
を
受
け
ん
。

　

文
意
を
と
る
と
、
ど
う
し
て
「
妓
幻
」
は
「
父
」
と
別
れ
、
あ
い
隔
て
る
こ
と
し
ま
っ

た
の
だ
ろ
う
。
願
う
こ
と
に
は
、「
里
」
に
お
い
て
あ
わ
れ
み
を
受
け
ん
こ
と
を
。
と
な

る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
文
言
の
典
拠
と
な
る
経
典
や
史
料
は
管
見
の
限
り
み
あ
た
ら
ず
、
と

く
に
「
妓
」
の
字
の
人
名
と
し
て
の
用
例
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
点
な
お
検

討
の
余
地
が
あ
る
が
、
右
の
よ
う
に
読
め
ば
、「
妓
幻
」
あ
る
い
は
「
父
」
が
亡
く
な
り
、

そ
の
道
行
き（
里
）に
お
い
て
あ
わ
れ
み
を
受
け
て
ほ
し
い
と
の
願
意
が
読
み
と
れ
る
。

　

光
背
裏
面
に
描
か
れ
る
人
物
を
見
て
み
よ
う
【
口
絵
５
】。
こ
の
人
物
は
、
白
い
頭
巾
を

被
り
薄
青
色
の
袈
裟
を
着
る
が
、
白
い
頭
巾
は
胸
元
で
大
き
く
は
だ
け
て
い
る
よ
う
に
も

見
え
る
。
ま
た
顔
は
ふ
く
よ
か
で
若
々
し
く
描
か
れ
て
お
り
、
唇
に
は
微
か
に
紅
が
さ
さ

れ
て
い
る
。
薄
青
色
の
袈
裟
と
白
色
の

頭
巾
と
い
う
服
装
は
、「
天
狗
草
紙
」
伝

三
井
寺
巻
Ｂ
（
個
人
蔵
）、「
一
遍
聖
絵
」

（
清
浄
光
寺
蔵
）、「
遊
行
上
人
伝
絵
巻
」

【
挿
図
５
】
に
描
か
れ
る
時
宗
の
尼
僧
の

服
装
に
類
似
す
る
。
し
か
し
時
宗
で
は

環
袈
裟
を
用
い
な
い
た
め
、
律
宗
あ
る

い
は
禅
宗
の
尼
の
服
装
と
推
定
で
き
る

が
、
例
え
ば
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
の

當
麻
寺
中
将
姫
坐
像
な
ど
、
時
代
が
下

観
音
菩
薩
像
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
神
奈
川
・
東
慶
寺
の
水
月
観
音
坐
像
な
ど
、
十
三
世

紀
末
以
降
の
水
月
観
音
の
図
像
の
影
響
を
受
け
た
像
と
類
似
す
る
。
ま
た
弥
勒
菩
薩
像
で

あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
の
神
奈
川
・
称
名
寺
弥
勒
菩
薩
立
像
や
、

本
像
と
同
じ
く
腹
前
に
禅
定
印
を
組
み
五
輪
塔
を
載
せ
る
永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）
の
山

形
・
本
山
慈
恩
寺
弥
勒
菩
薩
坐
像
な
ど
が
同
様
の
服
制
を
と
る
。

　

そ
れ
を
踏
ま
え
て
体
躯
表
現
を
見
る
と
、
正
面
観
で
は
肩
は
角
張
っ
て
お
ら
ず
ゆ
る
や

か
な
丸
み
を
帯
び
て
、
室
町
時
代
の
作
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
胸
の
厚
み
が
自
然
に
表

さ
れ
て
い
る
点
も
、
鎌
倉
時
代
に
近
い
時
代
の
作
風
と
い
え
る
。
こ
こ
か
ら
、
本
作
の
製

作
時
期
は
、
十
三
世
紀
末
か
ら
十
四
世
紀
の
範
囲
に
収
ま
る
と
推
定
で
き
る
。

　

た
だ
し
本
像
の
顔
貌
を
見
る
と
、
眼
瞼
に
カ
ー
ブ
を
付
け
ず
静
か
に
瞑
目
し
、
顔
の
輪

郭
は
丸
み
を
帯
び
、
あ
た
か
も
平
安
後
期
の
像
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
像
が
特
定

の
古
仏
を
写
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
よ
り
は
、
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
も
懸

仏
や
小
金
銅
仏
で
は
こ
う
し
た
瞑
目
相
を
と
る
も
の
が
存
在
す
る
た
め
、
法
量
の
問
題
で

あ
る
と
考
え
た
い
。

　

次
に
光
背
裏
面
の
絵
画
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
こ
こ
で
そ
の
様
式
に
つ
い
て
委
細
に
分

析
す
る
力
は
筆
者
に
は
な
い
が
、
肥
痩
の
あ
る
顔
の
輪
郭
線
や
衣
文
線
、
穏
や
か
で
お
お

ら
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
顔
貌
表
現
は
、
十
四
世
紀
前
半
の
シ
カ
ゴ
美
術
館
蔵
「
融
通
念
仏

縁
起
絵
巻
」
の
画
中
人
物
な
ど
と
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
小
像
で
あ

る
こ
と
も
あ
り
、
明
確
な
推
定
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
。
十
三
世
紀
末
以
降
、
室
町
時
代

ま
で
の
製
作
と
考
え
た
い
。

　

像
と
、
そ
の
台
座
部
分
に
鋲
で
留
め
ら
れ
る
光
背
部
分
が
必
ず
し
も
当
初
か
ら
一
具
で

あ
っ
た
と
確
定
し
う
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
両
者
の
年
代
に
大
き
な
懸
隔
が
な
い
よ
う
で

あ
れ
ば
、
一
体
と
考
え
る
ほ
う
が
合
理
的
で
あ
る
。
本
像
の
製
作
年
代
は
、
光
背
を
含
ん

で
十
三
世
紀
末
か
ら
十
四
世
紀
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
図
像
〉

　

本
像
は
、
頭
上
に
十
一
面
を
表
し
な
が
ら
、
禅
定
印
を
結
び
そ
の
上
に
五
輪
塔
を
置
く
。

前
者
は
十
一
面
観
音
菩
薩
の
図
像
、
後
者
は
建
久
三
年（
一
一
九
二
）に
勝
賢
が
願
主
と
な

り
快
慶
が
製
作
し
た
醍
醐
寺
三
宝
院
の
弥
勒
菩
薩
坐
像
に
創
始
さ
れ
る
弥
勒
菩
薩
坐
像
の

図
像
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
通
常
共
存
し
え
な
い
が
、
本
像
に

挿図５　遊行上人伝絵巻（東京国立博物館蔵）
　　　　下巻第五段
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は
最
も
類
似
す
る
。
般
若
寺
の
厨
子
に
つ
い
て
、
河
田
貞
氏
は
般
若
寺
の
文
禄
の
修
理
記

録
の
「
覚
」
に
、
慶
長
元
年（
一
五
九
六
）の
地
震
の
際
、
建
長
五
年（
一
二
五
三
）に
造
ら

れ
た
十
三
重
塔
の
十
三
重
目
か
ら
移
さ
れ
た
と
記
さ
れ
る
舎
利
殿
一
基
が
こ
の
厨
子
に
該

当
し
、
そ
の
製
作
年
代
を
十
三
重
塔
造
立
の
建
長
五
年
と
見
た（
註
４
）。
一
方
で
久
保
智
康

氏
は
、
内
部
に
安
置
さ
れ
る
蓮
台
と
火
炎
宝
珠
を
支
え
る
三
鈷
杵
の
形
式
が
そ
こ
ま
で
は

遡
り
え
ず
、
屋
蓋
の
軒
反
り
が
強
い
点
に
も
新
様
で
あ
る
と
し
て
、
十
四
世
紀
前
葉
・
鎌

倉
末
期
ま
で
下
降
す
る
と
し
た
。
久
保
氏
の
分
析
は
、
例
え
ば
奈
良
・
金
剛
山
寺
の
密
観

宝
珠
嵌
装
舎
利
厨
子
な
ど
、
現
在
十
四
世
紀
の
作
と
さ
れ
て
い
る
厨
子
に
屋
蓋
の
照
り
起

り
が
少
な
い
作
品
が
複
数
確
認
で
き
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
よ
り
多
く
の
作
例
を
踏
ま
え

た
よ
り
網
羅
的
な
年
代
観
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
る
が
、
般
若
寺
の
厨
子
が

十
四
世
紀
前
葉
ま
で
下
る
可
能
性
の
あ
る
点
は
妥
当
で
あ
る
。
久
保
氏
の
年
代
観
に
従
う

と
、
本
厨
子
は
般
若
寺
の
厨
子
よ
り
も
や
や
照
り
起
り
が
浅
い
た
め
、
そ
れ
よ
り
や
や
早

い
時
期
の
作
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
本
厨
子
の
年
代
を
広
く
と
っ
て
十
三

世
紀
後
半
か
ら
十
四
世
紀
前
葉
ま
で
に
収
ま
る
と
見
、
絵
画
の
分
析
に
移
り
た
い
。

　

正
面
扉
に
不
動
・
愛
染
を
描
い
た
厨
子
を
集
成
し
た
内
藤
栄
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
鎌

倉
時
代
の
作
例
は
向
か
っ
て
右
扉
に
不
動
を
、
左
扉
に
愛
染
を
描
く
こ
と
が
多
く
、
こ
れ

が
本
厨
子
の
よ
う
に
逆
の
配
置
と
な
る
の
は
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
作
品
で
は
南
北
朝
時

代
以
降
で
あ
る
よ
う
だ（
註
５
）。
た
だ
し
現
存
作
自
体
が
少
な
く
、
こ
こ
か
ら
時
代
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

背
面
壁
と
左
右
扉
に
描
か
れ
る
春
日
社
景
の
う
ち
、
背
面
壁
上
方
の
日
輪
と
春
日
山
、

御
蓋
山
の
山
景
は
、
西
の
興
福
寺
方
か
ら
見
た
実
景
に
基
づ
く
定
型
的
な
春
日
宮
曼
荼
羅

と
共
通
す
る
。
そ
の
た
め
、
そ
の
山
容
か
ら
あ
る
程
度
年
代
を
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る（
註
６
）。
本
厨
子
の
春
日
山
の
山
容
は
、
基
本
的
に
は
お
椀
を
伏
せ
た
よ
う
な
形
状

で
、
向
か
っ
て
右
に
端
山
の
ピ
ー
ク
が
小
さ
く
出
る
。
十
三
世
紀
の
作
と
考
え
ら
れ
て
い

る
東
京
国
立
博
物
館
本
や
奈
良
・
南
市
町
自
治
会
本【
挿
図
７
】で
は
、
春
日
山
の
山
容
は

ま
だ
不
定
形
で
凹
凸
の
多
い
形
状
を
呈
し
て
い
る
。
お
椀
を
伏
せ
た
よ
う
な
春
日
山
の
山

容
は
、
正
安
二
年（
一
三
〇
〇
）銘
の
あ
る
大
阪
・
湯
木
美
術
館
本【
挿
図
８
】や
、
以
降
の

十
四
世
紀
と
推
定
さ
れ
る
作
品
で
定
型
化
す
る
形
式
で
あ
る
。
ま
た
御
蓋
山
の
樹
叢
が
鱗

型
に
描
か
れ
る
の
は
、
十
三
～
十
四
世
紀
の
作
と
推
定
さ
れ
て
い
る
奈
良
国
立
博
物
館
蔵

れ
ば
浄
土
宗
の
尼
僧
像
で
も
環
袈
裟
は
用
い
ら
れ
る
。
頭
巾
を
被
り
袈
裟
を
着
る
と
い
う

特
徴
を
有
す
る
人
物
と
い
っ
て
ま
ず
浮
か
ぶ
の
は
伝
教
大
師
最
澄
や
天
台
大
師
智
顗
で
あ

る
が
、
彼
ら
の
定
型
的
な
図
像
と
も
こ
の
人
物
像
は
異
な
っ
て
い
る
。
前
述
の
衣
服
の
色

や
や
わ
ら
か
な
面
相
、
上
畳
に
座
す
点
も
踏
ま
え
、
こ
の
色
紙
形
に
記
さ
れ
る
人
物
は
出

家
し
た
女
性
で
あ
る
と
考
え
た
い
。
そ
し
て
赤
い
色
紙
形
の
墨
書
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
こ
の

女
性
が
「
妓
幻
」
に
当
た
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
亡
く
な
っ
た
「
妓
幻
」
を
「
父
」
が
追

善
供
養
せ
ん
が
た
め
に
造
ら
れ
た
の
が
本
像
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

一
方
、
こ
の
銘
の
「
父
」
は
「
慈
父
」
す
な
わ
ち
釈
迦
を
指
し
、
在
世
の
釈
迦
か
ら
「
万

里
」
を
隔
て
た
「
妓
幻
」
が
、「
里
」
に
あ
わ
れ
み
を
受
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
可
能

性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
墨
書
か
ら
確
た
る
願
意
を
理
解
す
る
の
は
困
難
だ
が
、
像
の
奇
妙
な
図

像
の
組
み
合
わ
せ
は
、「
妓
幻
」
の
兜
率
天
へ
の
道
行
き
を
期
待
し
つ
つ
、
そ
の
過
程
を

助
け
る
十
一
面
観
音
を
表
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

二
─
二
、
厨
子
の
年
代
と
図
像

〈
年
代
〉

　

春
日
厨
子
に
つ
い
て
は
、
久
保
智
康
氏
が
屋
蓋
の
照
り
起
り
の
変
遷
に
注
目
し
て
様
式

分
析
を
行
っ
て
い
る（
註
３
）。
本
厨
子
に
は
基
壇
が
存
在
せ
ず
格
狭
間
飾
り
な
ど
も
な
い
た

め
、
同
様
に
屋
蓋
の
照
り
起
り
が
年
代
推
定
の
基
礎
と
な
る
。
本
厨
子
と
類
似
す
る
屋
蓋

の
照
り
起
り
を
有
す
る
厨
子

と
し
て
、
筆
者
は
未
見
で
あ

る
も
の
の
、
奈
良
・
般
若
寺

蔵
の
密
観
宝
珠
嵌
装
舎
利
厨

子【
挿
図
６
】が
あ
げ
ら
れ
る
。

本
厨
子
は
、
般
若
寺
の
厨
子

と
比
較
し
て
屋
蓋
四
隅
の
軒

反
り
が
や
や
弱
く
、
屋
外
頂

部
の
方
形
の
段
が
低
い
も
の

の
、
同
様
の
厨
子
の
な
か
で

挿図６　般若寺蔵　密観宝珠嵌装舎利厨子
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と
し
、
そ
の
右
脇
侍
に
五
指
量
（
指
五
本
分

の
幅
）
白
檀
製
の
愛
染
明
王
坐
像
、
左
脇
侍

に
三
寸
白
檀
製
の
不
動
明
王
坐
像
を
安
置

し
た
と
い
う
。
ま
た
同
書
に
よ
れ
ば
勝
賢

は
、
如
意
輪
観
音
を
中
尊
と
し
て
左
右
に

不
動
・
愛
染
を
配
し
て
安
置
し
た
と
い
う
。

　

不
動
・
愛
染
を
中
尊
と
す
る
厨
子
は
西

大
寺
や
般
若
寺
な
ど
、
西
大
寺
の
末
寺
に

多
く
遺
る
。
鎌
倉
後
期
に
西
大
寺
を
復
興

し
た
叡
尊
は
興
福
寺
の
僧
侶
の
家
に
生
ま

れ
る
が
、
そ
の
後
醍
醐
寺
に
修
行
し
て
い

る
。
ま
た
『
西
大
勅
諡
興
正
菩
薩
行
実
年

譜
』
に
よ
れ
ば
正
玄
元
年
（
一
二
五
九
）
に

叡
尊
は
『
如
意
輪
不
動
愛
染
三
顆
宝
輪
華
秘
宝
』
を
著
し
て
い
る
。
内
藤
栄
氏
の
指
摘
す

る
よ
う
に
、
醍
醐
寺
の
不
動
・
愛
染
を
脇
侍
と
す
る
如
意
輪
法
が
、
叡
尊
に
よ
り
西
大
寺

に
お
い
て
「
如
意
輪
宝
蓮
華
法
」
と
し
て
文
応
三
年（
一
二
六
〇
）以
後
西
大
寺
で
毎
年
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
不
動
・
愛
染
を
脇
侍
と
す
る
厨
子
が
西
大
寺
流
寺
院
に

多
く
遺
る
所
以
と
考
え
ら
れ
る（
註
８
）。

　

こ
う
し
た
不
動
・
愛
染
を
正
面
扉
に
配
す
る
厨
子
の
中
で
、
本
厨
子
の
よ
う
に
背
面
壁

に
春
日
社
景
を
表
す
例
は
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
春
日
宮
曼
荼
羅
彩
絵
舎
利
厨
子
【
挿

図
10
】（
以
下
、
東
博
厨
子
）
を
除
い
て
現
存
し
な
い
。
東
博
厨
子
は
総
高
五
六
・
六
㎝
と

本
厨
子
と
比
べ
大
型
で
、
基
壇
裏
の
銘
に
よ
り
、
奈
良
・
眉
間
寺
に
お
い
て
文
明
十
一
年

（
一
四
七
九
）に
造
立
さ
れ
た
「
舎
利
殿
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
正
面
壁
内
側
に
は
向

か
っ
て
右
に
愛
染
明
王
坐
像
、
向
か
っ
て
左
に
不
動
明
王
坐
像
が
描
か
れ
、
各
観
音
開
き

と
な
る
側
面
壁
に
は
四
天
王
が
、
背
面
壁
に
は
春
日
社
景
が
描
か
れ
る
。
不
動
・
愛
染
の

図
像
は
不
動
明
王
が
正
面
を
向
く
以
外
は
本
厨
子
と
同
様
で
あ
る
。
春
日
社
景
は
、
本
像

と
は
逆
に
社
殿
は
描
か
れ
ず
、
日
輪
、
春
日
山
、
御
蓋
山
、
そ
の
左
右
に
緑
色
の
若
草
山

と
高
円
山
を
描
き
、
そ
の
下
に
は
本
像
と
は
逆
に
社
殿
を
描
か
ず
、
一
の
鳥
居
と
社
頭
の

風
景
の
み
を
描
く
。

の
春
日
名
号
曼
荼
羅
に
見
ら
れ
る
。
加
え
て
日
輪
に
暖
色
系
の
暈
を
施
さ
な
い
の
も
、
十

四
世
紀
以
前
の
作
風
と
言
え
る
。
以
上
の
特
徴
か
ら
、
厨
子
に
描
か
れ
る
社
景
は
十
四
世

紀
の
作
と
推
定
で
き
、
厨
子
と
一
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
な
か
で
も
十
四
世
紀
前
葉

に
製
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
厨
子
全
体
の
図
像
の
組
み
合
わ
せ
〉

　

本
厨
子
の
正
面
扉
に
は
不
動
明
王
と
愛
染
明
王
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
正
面
扉
を
不

動
・
愛
染
と
す
る
厨
子
は
、
内
藤
栄
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
中
尊
を
宝
珠
、
舎
利
あ
る

い
は
如
意
輪
観
音
と
す
る
も
の
が
確
認
で
き
、
西
大
寺
や
般
若
寺
と
い
っ
た
西
大
寺
流
の

真
言
律
宗
寺
院
に
多
く
遺
る（
註
７
）。『
東
長
大
事
』（
群
馬
・
慈
眼
寺
蔵
）【
挿
図
９
】
に
よ
れ

ば
、
醍
醐
寺
三
宝
院
の
流
祖
・
勝
覚
は
、
五
輪
塔
の
水
輪
に
二
顆
の
舎
利
を
入
れ
て
中
尊

挿図７　南市町自治会蔵　春日宮曼荼羅挿図８　湯木美術館蔵
　　　　春日宮曼荼羅

挿図９　『東長大事』（群馬・慈眼寺蔵）



36

挿図10　東京国立博物館蔵
　　　　春日宮曼荼羅彩絵舎利厨子

　

東
博
厨
子
の
内
底
部
は
漆
塗
と
な
っ
て
お
り
、
何
か
が
設
置
さ
れ
て
い
た
痕
跡
は
確
認

で
き
な
い
が
、
銘
文
に
は
「
舎
利
殿
」
と
あ
り
、
当
初
は
舎
利
が
安
置
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
春
日
社
と
舎
利
の
結
び
つ
き
は
、
建
保
三
年（
一
二
一
五
）に
造
ら
れ
、
文
明

十
二
年
（
一
四
八
〇
）
に
焼
失
し
た
興
福
寺
四
恩
院
の
十
三
重
塔
に
み
ら
れ
る
。『
大
乗
院

寺
社
雑
事
記
』
文
明
十
三
年
正
月
四
日
条
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

件
十
三
重
塔
ハ
、
建
保
三
年〈
乙
亥
〉十
一
月
十
日
述
供
養
也
。（
中
略
）本
尊
春
日
御

本
地
尺
迦
像
、
薬
・
地
・
観
・
文
各
像
四
塔
内
、
柱
絵
在
之
、
障
子
十
六
羅
漢
、
後

戸
春
日
浄
土
相
云
々
、
同
面
春
日
御
本
地
来
迎
相
、
各
座
像
、
五
体
之
外
ニ
弥
勒
在

之
、
希
有
絵
也
、
八
枚
戸
平
法
華
万
タ
ラ
、
仏
壇
青
貝
纓
洛
等
在
之
、
又
塔
内
ニ
一

千
粒
舎
利
在
之（
後
略
）

四
恩
院
十
三
重
塔
の
本
尊
は
春
日
一
宮
の
本
地
で
あ
る
釈
迦
の
坐
像
で
あ
り
、
四
塔
の
内

に
他
の
四
社
の
本
地
仏
で
あ
る
薬
師
・
地
蔵
・
観
音
・
文
殊
像
が
安
置
さ
れ
、
塔
内
に
は

一
千
粒
の
舎
利
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
後
戸
に
は
「
春
日
浄
土
相
」
す
な
わ
ち
春
日
宮
曼
荼

羅
と
、
春
日
本
地
仏
五
体
お
よ
び
弥
勒
の
来
迎
図
が
描
か
れ
て
い
た
。
こ
の
興
福
寺
四
恩

院
十
三
重
塔
の
影
響
は
、
河
田
貞
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
厨
子
を
前
後
開
閉
式
と
し
、

前
面
に
舎
利
容
器
を
、
後
面
に
春
日
宮
曼
荼
羅
を
描
く
二
点
の
作
品
、
お
よ
び
春
日
神
鹿

形
の
舎
利
容
器
を
納
め
る
舎
利
厨
子
な
ど
に
影
響
し
て
い
る（
註
９
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
不
動
・
愛
染
を
左
右
に
配
す
る
舎
利
厨
子
は
醍
醐
寺
三
宝
院
主
に
よ

り
創
始
さ
れ
叡
尊
に
よ
り
広
め
ら
れ
た
如
意
輪
法
の
影
響
を
受
け
、
そ
の
後
背
に
春
日
宮

曼
荼
羅
を
配
す
の
は
興
福
寺
四
恩
院
の
十
三
重
塔
に
代
表
さ
れ
る
、
春
日
一
宮
と
釈
迦
を

結
び
付
け
る
舎
利
信
仰
に
基
づ
く
こ
と
が
分
か
る
。
東
博
厨
子
は
明
治
の
廃
仏
毀
釈
に
よ

り
廃
寺
と
な
っ
た
眉
間
寺
で
供
養
さ
れ
た
こ
と
が
銘
文
か
ら
分
か
る
。
眉
間
寺
は
聖
武
天

皇
佐
保
山
南
陵
の
前
に
移
置
す
る
東
大
寺
戒
壇
院
末
の
律
宗
寺
院
で
あ
り
、
西
大
寺
末
の

元
興
寺
小
塔
院
の
僧
が
眉
間
寺
で
葬
送
儀
礼
を
行
う
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
が
松
尾
剛
次
氏

に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る（
註
10
）。

　

本
厨
子
に
つ
い
て
も
、
西
大
寺
流
の
律
宗
の
影
響
下
で
、
何
等
か
の
形
で
春
日
信
仰
が

混
淆
し
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
本
厨
子
の
本
来
の
安
置
物
を
推
測
し
、
厨
子
全
体
に

ど
う
い
っ
た
形
の
春
日
信
仰
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
次
節
で
は

本
厨
子
の
春
日
社
景
を
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。
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本
地
仏
が
表
さ
れ
な
い
点
、
お
よ
び
画
面
上
方
に
日
輪
お
よ
び
春
日
山
と
御
蓋
山
を
定
型

的
に
表
す
点
が
あ
る
。
つ
ま
り
本
作
は
、
南
市
町
自
治
会
本
や
湯
木
美
術
館
本
に
み
ら
れ

る
よ
う
な
春
日
宮
曼
荼
羅
の
定
型
か
ら
上
方
の
山
岳
景
を
借
用
し
、
そ
の
下
に
根
津
美
術

館
本
と
酷
似
す
る
一
宮
か
ら
四
宮
の
社
殿
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
厨
子
の
構
想
者
が
内
部
の
絵
画
の
図
像
構
成
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、

立
体
的
な
空
間
構
成
を
意
識
し
な
が
ら
様
々
な
図
像
を
切
り
貼
り
し
て
配
置
す
る
様
は
、

両
側
面
扉
の
絵
画
を
見
る
と
さ
ら
に
よ
く
分
か
る
。

　

左
右
扉
の
絵
画
は
、
春
日
山
の
山
の
端
が
背
面
壁
か
ら
連
続
す
る
た
め
、
三
枚
で
一
つ

の
画
面
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
春
日
山
の
左
右
に
金
色
の
山
を
表
す

例
は
、
山
容
の
ご
く
一
部
が
描
か
れ
る
の
み
だ
が
南
市
町
自
治
会
本
に
み
ら
れ
、
若
草
山

と
高
円
山
に
比
定
さ
れ
て
い
る（
註
13
）。
こ
こ
で
本
厨
子
左
右
扉
の
山
容
を
実
景
と
比
較

し
て
み
た
い
。
若
草
山
は
御
蓋
山
と
混
同
し
て
三
笠
山
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
三
つ
の

ピ
ー
ク
が
あ
る
。
本
厨
子
左
扉
に
描
か
れ
る
Ｍ
字
型
の
二
つ
の
ピ
ー
ク
と
奥
の
一
つ
の
山

影
は
、
実
景【
挿
図
12
】と
比
べ
る
と
険
し
す
ぎ
る
が
、
数
は
合
う
。
高
円
山
は
、
一
つ
の

大
き
な
主
峰
の
手
前
に
端
山
が
あ
り
、
左
右
に
も
山
が
覗
く
点
が
、
よ
く
実
景【
挿
図
13
】

と
一
致
す
る
。
ま
た
こ
ち
ら
も
実
景
よ
り
は
険
し
く
描
か
れ
て
い
る
。

　

た
だ
こ
の
左
右
の
山
を
若
草
山
と
高
円
山
と
仮
定
し
て
も
、
そ
の
下
に
鳥
居
が
描
か
れ

る
例
は
な
く
、
若
草
山
お
よ
び
高
円
山
か
ら
西
方
に
該
当
し
う
る
鳥
居
は
管
見
の
限
り
で

は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
向
か
っ
て
右
扉
の
鳥
居
は
左
右
に
柵
が
あ
り
、
こ
れ
は
春
日

社
の
二
の
鳥
居
に
特
徴
的
な
形
状
で
あ
る
。
加
え
て
金
色
の
道
が
左
斜
め
上
か
ら
続
い
て

い
る
の
も
、
南
市
町
自
治
会
本
に
描
か
れ
る
よ
う
な
、
藤
鳥
居
か
ら
続
く
斜
め
の
道
を
表

し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
向
か
っ
て
左
扉
の
鳥
居
に
続
く
道
が
、
群
青
の
霞

を
過
ぎ
る
と
こ
ろ
で
屈
曲
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
谷
口
耕
生
氏
が
南
市
町
自
治

会
本
に
つ
い
て
指
摘
す
る
よ
う
に
、
一
の
鳥
居
か
ら
真
っ
直
ぐ
に
伸
び
る
参
道
が
馬
止
橋

周
辺
で
大
き
く
屈
曲
す
る
様
を
表
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る（
註
14
）。

　
一
方
で
、
背
面
壁
と
左
右
扉
の
景
色
を
つ
な
げ
て
み
る
と
、
金
泥
で
描
か
れ
た
道
が
繋
が

り
、
背
面
壁
と
左
右
扉
全
体
で
実
景
を
描
い
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら

そ
の
よ
う
に
見
る
と
、
若
宮
社
の
南
に
柵
付
き
の
門
が
、
四
宮
社
殿
の
側
方
か
ら
伸
び
た

参
道
の
先
に
鳥
居
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
前
者
の
存
在
は
管
見
の
限
り
確
認
で
き
ず
、
後

〈
春
日
社
景
の
構
図
〉

　

本
厨
子
背
面
壁
の
よ
う
に
、
春
日
社
の
一
宮
か
ら
四
宮
ま
で
の
社
殿
が
正
面
を
向
く
よ

う
に
描
く
例
は
、
根
津
美
術
館
本
と
法
隆
寺
本
の
み
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
法
隆
寺
本
は
社

殿
を
囲
む
回
廊
や
諸
摂
社
お
よ
び
西
方
の
社
景
を
広
く
描
く
も
の
で
本
作
と
は
描
か
れ
る

範
囲
が
異
な
る（
註
11
）。
根
津
美
術
館
本
【
挿

図
11
】
は
、
五
社
に
加
え
て
下
方
に
水
谷
神

社
や
三
十
八
所
神
社
を
描
き
、
各
社
殿
の

上
に
描
か
れ
る
円
相
内
に
不
空
羂
索
観
音

菩
薩
以
下
の
種
字
を
表
す（
註
12
）。
そ
の
一

宮
か
ら
四
宮
ま
で
社
殿（
い
わ
ゆ
る
内
院
）の

描
写
は
、
低
い
角
度
か
ら
描
く
点
を
含
め

て
本
作
と
よ
く
類
似
す
る
。
た
だ
し
細
部
に

お
い
て
は
、
各
社
殿
両
側
部
の
獅
子
や
神
人

が
描
か
れ
な
い
点
、
社
殿
の
破
風
内
部
の
構

造
の
差
異
、
千
木
、
鰹
木
、
懸
魚
お
よ
び
垂

木
先
端
が
金
色
で
表
さ
れ
る
点
な
ど
相
違

は
多
い
。
垂
木
先
端
等
を
金
色
で
表
す
の

は
、
十
四
世
紀
以
降
の
春
日
宮
曼
荼
羅
に
よ

く
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。
加
え
て
本
厨
子

と
根
津
美
術
館
本
の
重
要
な
相
違
と
し
て
、

挿図13　高円山景（平城宮跡より撮影）

挿図12　若草山景（平城宮跡より撮影）

挿図11　根津美術館蔵　春日宮曼荼羅
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こ
の
箇
所
は
、
以
前
存
在
し
た
何
ら
か
の
安
置
物
を
剝
が
し
た
痕
跡
で
あ
る
可
能
性
が
高

く
、
そ
の
場
合
最
も
有
力
な
の
は
舎
利
容
器
で
あ
る
。

　

こ
の
痕
跡
が
な
け
れ
ば
、
像
と
厨
子
は
一
体
で
、
法
衣
垂
下
式
の
観
音
菩
薩
半
跏
像
を

補
陀
落
山
上
に
頂
く
根
津
美
術
館
蔵
の
春
日
補
陀
落
山
曼
荼
羅【
挿
図
14
】の
よ
う
に（
註
15
）、

春
日
四
宮
の
本
地
十
一
面
観
音
へ
の
信
仰
の
な
か
で
成
立
し
た
作
品
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

あ
る
い
は
五
輪
塔
は
『
東
長
大
事
』
に
記
録
さ
れ
る
醍
醐
寺
三
宝
院
の
祖
・
勝
覚
が
造

っ
た
五
輪
塔
形
舎
利
容
器
と
不
動
・
愛
染
の
組
み
合
わ
せ
を
意
図
し
た
も
の
と
も
考
え
ら

れ
る
。
像
が
も
つ
五
輪
塔
が
舎
利
容
器
と
し
て
の
役
割
を
担
う
と
す
れ
ば
、
本
像
の
奇
妙

な
図
像
的
特
徴
は
、
興
福
寺
四
恩
院
十
三
重
塔
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
春
日
社
の
各
本
地

仏
と
弥
勒
へ
の
信
仰
の
う
ち
、
一
宮
釈
迦
へ
の
信
仰
を
基
底
と
し
て
、
四
宮
十
一
面
観
音

と
弥
勒
へ
の
信
仰
が
複
合
し
た
結
果
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
状
の
痕
跡
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
稿
で
は
像
と
厨
子

は
一
具
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
と
判
断
す
る
。

　

た
だ
し
像
の
製
作
年
代
が
厨
子
よ
り
や
や
遅
れ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
像
が
厨
子

に
合
わ
せ
て
造
ら
れ
た
可
能
性
は
、
低
い
な
が
ら
排
除
し
な
い
。

三
、
春
日
厨
子
に
お
け
る
図
像
選
択
の
意
義

〈
本
地
仏
と
し
て
の
舎
利
〉

　

社
殿
を
含
む
社
頭
図
像
を
神
の
象
徴
と
し
て
描
く
こ
と
は
、
阿
部
泰
郎
氏
が
指
摘
す
る

よ
う
に
「
融
通
念
仏
縁
起
絵
巻
」
に
お
い
て
伊
勢
・
熊
野
・
八
幡
・
春
日
な
ど
の
神
々
が

社
頭
図
で
表
さ
れ
る
様
に
確
認
で
き
る（
註
16
）。
さ
ら
に
は
栗
棘
庵
蔵
「
八
幡
宮
曼
荼
羅
」

の
よ
う
に
、
社
殿
の
み
を
そ
の
正
面
性
を
強
調
し
て
描
く
例
も
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な

背
景
を
ふ
ま
え
る
と
、
本
厨
子
で
根
津
美
術
館
本
春
日
宮
曼
荼
羅
の
正
面
性
が
強
い
社
殿

図
が
選
択
さ
れ
た
要
因
と
し
て
は
、
ま
ず
第
一
に
社
殿
自
体
が
神
の
象
徴
と
し
て
観
念
さ

れ
た
事
が
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
厨
子
の
中
央
部
に
舎
利
容
器
が
安
置
さ
れ
て
い
た
と
仮
定
し
た
場
合
、
そ
の

奥
に
描
か
れ
る
一
宮
と
二
宮
の
社
殿
、
あ
る
い
は
四
社
前
方
の
鳥
居
正
面
の
空
間
が
舎
利

と
重
な
る（
註
17
）。
一
宮
の
本
地
は
貞
慶
に
よ
り
釈
迦
如
来
と
さ
れ
、
舎
利
信
仰
の
拡
が

者
は
内
院
か
ら
藤
鳥
居
あ
る
い
は
一
の
鳥
居
に
至
る
過
程
を
霞
に
よ
り
省
略
し
た
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
無
理
が
あ
る
。

　

以
上
の
検
討
か
ら
、
左
右
の
扉
絵
下
方
に
は
、
南
市
町
自
治
会
本
に
近
い
絵
様
に
よ
っ

て
、
一
の
鳥
居
と
二
の
鳥
居
周
辺
の
図
を
描
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
厨
子
に
お
い
て
は
、
背
面
壁
上
方
の
山
景
が
西
か
ら
見
た
景
を
描
く
の
に
対
し
、
社
殿

は
南
か
ら
見
た
正
面
観
を
描
い
て
お
り
、
す
で
に
空
間
的
不
整
合
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
自
由
な
図
像
の
組
み
合
わ
せ
は
左
右
扉
に
お
い
て
さ
ら
に
顕
著
に
な
り
、
本
来
一
の
鳥

居
か
ら
二
の
鳥
居
へ
と
、
縦
に
繋
が
る
べ
き
絵
様
を
横
に
配
置
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま

た
右
扉
に
は
鹿
が
描
か
れ
る
が
、
こ
れ
は
同
じ
く
鹿
を
描
く
背
面
壁
へ
と
空
間
的
に
続
く
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
本
厨
子
の
春
日
宮
曼
荼
羅
は
、
い
く

つ
か
の
絵
様
を
─
立
体
的
空
間
を
構
成
す
る
厨
子
内
部
の
絵
画
と
い
う
事
情
も
あ
っ
て
か
─

実
景
に
お
け
る
齟
齬
を
気
に
せ
ず
自
由
に
組
み
合
わ
せ
て
用
い
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

二
─
三
、
一
具
性
の
検
討

　

金
銅
仏
と
厨
子
は
、
と
も
に
十
四
世
紀
に
製
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
一
具
で
あ
っ
て

も
問
題
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
問
題
は
、
厨
子
の
底
面
に
、
金
銅
仏
の
底
面
と

は
形
状
が
合
致
し
な
い
長
方
形
の
漆
非
塗
装
箇
所
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
【
挿
図
４
】。挿図14　根津美術館蔵　春日補陀落山曼荼羅
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厭
わ
ず
葬
送
に
従
事
し
た
叡
尊
教
団
の
重
要
な
拠
点
で
あ
っ
た（
註
22
）。

　

現
存
す
る
彫
刻
や
絵
画
か
ら
も
、
最
も
あ
の
世
に
近
い
、
墓
域
に
お
け
る
叡
尊
教
団
の

拠
点
と
し
て
の
性
質
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
白
毫
寺
に
は
鎌
倉
時
代
の
阿
弥
陀
如

来
坐
像
、
地
蔵
菩
薩
立
像
、
閻
魔
王
、
太
山
王
像
、
司
命
・
司
録
像
、
お
よ
び
叡
尊
坐
像

が
あ
る
。
こ
の
う
ち
太
山
王
像
に
は
造
像
の
主
導
者
と
考
え
ら
れ
る
教
尊
の
銘
が
遺
り
、

康
円
に
よ
り
正
元
二
年（
一
二
五
九
）に
造
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
従
来
指
摘
さ
れ
て
い

な
い
が
、
こ
の
教
尊
お
よ
び
施
主
の
一
人
と
し
て
銘
に
記
さ
れ
る
尼
・
妙
観
は
西
大
寺
叡

尊
坐
像
納
入
の
『
法
華
経
』
第
八
巻
末
や
、『
西
大
寺
有
縁
過
去
帳
』
に
名
を
残
す
叡
尊

教
団
に
属
す
る
人
物
と
考
え
ら
れ
る（
註
23
）。

　

他
に
白
毫
寺
、
お
よ
び
本
厨
子
に
関
連
す
る
重
要
作
と
し
て
、
正
安
三
年（
一
三
〇
〇
）

に
観
舜
に
よ
り
描
か
れ
た
こ
と
が
軸
木
裏
銘
よ
り
判
明
す
る
湯
木
美
術
館
蔵
の
春
日
宮
曼

荼
羅
が
あ
る
。
こ
の
春
日
宮
曼
荼
羅
は
、『
西
大
寺
光
明
真
言
過
去
帳
』
に
所
住
と
房
名

が
載
る
白
毫
寺
の
制
心
房
に
よ
っ
て
絵
絹
加
地
が
行
わ
れ
て
お
り
、
上
部
の
色
紙
形
に
は

亀
山
天
皇
筆
の
『
悲
華
経
』『
大
般
若
経
』
跋
文
が
記
さ
れ
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
叡
尊
に
関

係
が
深
い
文
言
で
あ
る
こ
と
が
行
徳
真
一
郎
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る（
註
24
）。

　

な
ぜ
春
日
宮
曼
荼
羅
の
製
作
に
律
僧
が
関
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。
舩
田
淳
一
氏
は
、
貞
慶

に
は
じ
ま
り
覚
盛
、
叡
尊
に
結
実
す
る
南
都
の
戒
律
復
興
運
動
の
中
で
、
春
日
神
が
戒
律

の
守
護
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る（
註
25
）。
同
氏
は
、
叡
尊
の
自
伝
『
感

身
学
正
記
』
や
言
行
録
『
興
正
菩
薩
御
教
誡
聴
聞
集
』
な
ど
に
、
嘉
禎
二
年（
一
二
三
二
）

の
自
誓
受
戒
時
を
は
じ
め
と
し
て
、
叡
尊
ら
に
と
っ
て
重
要
な
日
、
お
よ
び
自
恣
（
夏
安

吾
の
最
終
日
に
行
わ
れ
る
布
薩
＝
懺
悔
儀
礼
）
を
如
法
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
日
、
夢
に

春
日
神
が
現
れ
る
記
事
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
室
町
初
期
の
『
聖
誉

鈔
』に
は
、
夢
中
に
影
向
し
た
春
日
神
が
明
確
に
戒
律
の
守
護
者
と
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、

こ
う
し
た
南
都
律
僧
の
春
日
信
仰
は
、
春
日
神
の
夢
告
を
受
け
て
笠
置
に
遁
世
し
た
貞
慶

に
淵
源
す
る
と
い
う
。
自
誓
受
戒
の
日
や
、
自
恣
の
日
に
お
け
る
春
日
神
の
夢
中
へ
の
影

向
は
、
戒
体
の
獲
得
に
必
要
な
好
相
＝
宗
教
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
近
い
、
如
法
な
る
こ
と
の

成
功
の
明
徴
と
し
て
観
念
さ
れ
た
。
夢
想
と
託
宣
の
神
で
あ
る
春
日
神
は
、
少
な
く
と
も

叡
尊
、
覚
盛
以
降
の
南
都
律
僧
に
は
、
如
法
な
る
こ
と
を
証
明
す
る
戒
律
の
守
護
神
と
し

て
信
仰
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

り
の
な
か
で
そ
の
観
念
は
強
ま
っ
て
い
っ
た
。
先
述
し
た
建
保
三
年（
一
二
一
五
）に
造
立

さ
れ
た
興
福
寺
四
恩
院
の
十
三
重
塔
は
そ
の
象
徴
的
作
例
と
言
え
る
。
本
作
に
お
い
て
定

形
的
な
山
岳
景
の
下
に
正
面
向
き
の
社
殿
が
描
か
れ
た
の
は
、
同
様
の
舎
利
信
仰
に
基
づ

き
舎
利
と
一
宮
本
地
の
釈
迦
を
重
ね
る
た
め
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
本
地
仏

が
描
か
れ
な
い
の
は
、
社
殿
に
重
な
る
舎
利
が
そ
れ
を
代
替
し
た
も
の
と
も
考
え
う
る
。

〈
左
右
扉
の
山
岳
表
現
─
白
毫
寺
に
さ
す
光
条
〉

　

若
草
山
を
金
色
に
描
く
こ
と
は
、
若
草
山
（
葛
尾
山
）
の
山
焼
き
が
鎌
倉
時
代
に
は
す
で

に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
録
が
残
る
こ
と
か
ら（
註
18
）、
実
景
表
現
と
も
考
え
ら
れ

る
。
一
方
の
、
向
か
っ
て
右
側
に
高
円
山
を
金
色
で
描
く
例
は
、
南
市
町
自
治
会
本
の
み
で

あ
り（
註
19
）、
同
本
の
高
円
山
は
な
だ
ら
か
な
円
形
を
小
さ
く
一
つ
表
す
の
み
で
あ
る
。
ま

た
本
厨
子
の
右
扉
で
は
、
高
円
山
の
山
腹
中
央
の
岡
が
描
か
れ
る
部
分
に
、
二
本
の
短
い

金
色
の
線
が
引
か
れ
て
い
る
【
挿
図
15
】。
左
右
扉
の
山
岳
の
他
箇
所
を
見
れ
ば
、
こ
れ
は

峻
の
表
現
な
ど
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
二
本
の
金
色
の
線
が
よ
り
長
く
伸

び
た
も
の
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
絵
巻
や
来
迎
図
に
お
い
て
、
往
生
者
へ
と
来
迎
す
る
諸

尊
か
ら
指
す
光
条
の
表
現
と
し
て
定
型
的
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
本
厨
子
に
お
い

て
も
同
様
の
光
条
を
表
現
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
光
条
が
本
厨
子
に
お
い
て
指

し
て
い
る
、
高
円
山
手
前
の
岡
に
は
、
山
号
を
高
円
山
と
す
る
白
毫
寺
が
存
す
る
。
筆
者

は
、
高
円
山
を
金
色
で
大
き
く
描
き
、
光
条
を
入
れ
て
山
容
を
具
体
的
に
描
く
本
厨
子
の

特
徴
は
、
そ
の
麓
に
位
置
す
る
白
毫
寺
が
叡
尊
教
団
あ
る
い
は
西
大
寺
流
の
重
要
な
拠
点

で
あ
っ
た
こ
と
に
関
連
す
る
可
能
性
が
高
い

と
考
え
る（
註
20
）。

　

本
厨
子
の
よ
う
に
正
面
扉
に
不
動
・
愛
染

を
配
す
る
厨
子
は
、
西
大
寺
や
般
若
寺
と
い

っ
た
叡
尊
教
団
の
中
心
的
寺
院
に
多
く
遺
る

こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
建
武
二
年

（
一
三
三
五
）に
記
さ
れ
た
『
白
毫
寺
一
切
経

縁
起
』（
註
21
）に
よ
れ
ば
、
白
毫
寺
を
中
心
と

し
た
高
円
山
麓
域
は
、
奈
良
坂
の
般
若
寺
と

同
様
、
戒
律
の
清
浄
力
に
依
拠
し
て
死
穢
を

挿図15　右扉内側（部分）
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に
く
い
。
文
中
の
「
妓
幻
」
を
人
名
と
と
れ
ば
、「
妓
幻
」
と
「
父
」
が
遠
く
隔
た
っ
た
こ

と
を
嘆
き
、「
里
」
に
あ
わ
れ
み
を
受
け
る
こ
と
が
願
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。
そ
の

場
合
「
妓
幻
」
は
光
背
に
描
か
れ
る
女
性
を
さ
し
、「
父
」
は
実
父
あ
る
い
は
慈
父
＝
釈

迦
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
が
定
か
で
は
な
い
。
文
意
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

遠
く
隔
た
る
も
の
が
あ
わ
れ
み
を
受
け
る
と
い
う
全
体
の
願
意
か
ら
す
れ
ば
、
本
像
の
奇

妙
な
図
像
は
、
弥
勒
の
兜
率
天
浄
土
へ
の
道
行
き
を
期
待
し
つ
つ
、
そ
の
過
程
を
助
け
る

十
一
面
観
音
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

厨
子
は
、
十
四
世
紀
前
葉
の
製
作
と
考
え
ら
れ
る
。
背
面
壁
と
左
右
扉
の
春
日
社
景

は
、
中
央
に
根
津
美
術
館
本
と
同
様
に
一
宮
か
ら
四
宮
の
社
殿
が
正
面
を
向
く
図
像
を
配

し
つ
つ
、
南
市
町
本
に
代
表
さ
れ
る
春
日
曼
荼
羅
の
定
型
を
そ
の
周
囲
に
空
間
的
整
合
性

を
気
に
せ
ず
に
配
置
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
背
面
壁
中
央
で
根
津
美
術
館
本
の
図
像

が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
前
面
に
安
置
さ
れ
た
舎
利
を
春
日
一
宮
の
社
殿
と
重
ね

る
意
図
が
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
厨
子
の
右
扉
に
は
高
円
山
が
金
色
で
描
か
れ
、
白
毫
寺

の
あ
る
辺
り
に
二
条
の
光
条
が
指
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
像
が
叡
尊
教
団
の
葬
送
活
動

の
拠
点
で
あ
っ
た
白
毫
寺
に
関
連
す
る
人
物
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

金
銅
仏
と
厨
子
は
、
厨
子
内
底
部
の
漆
が
剥
が
れ
た
痕
跡
が
像
底
部
の
形
状
と
合
わ
な

い
た
め
、
当
初
か
ら
一
具
で
あ
っ
た
可
能
性
は
低
い
。
た
だ
し
像
が
厨
子
に
や
や
遅
れ
る
可

能
性
は
低
い
な
が
ら
排
除
し
な
い
。
そ
の
場
合
、
本
像
は
興
福
寺
四
恩
院
十
三
重
塔
に
見

ら
れ
る
よ
う
な
舎
利
と
春
日
各
社
本
地
仏
と
弥
勒
へ
の
信
仰
に
基
づ
き
、
一
宮
釈
迦
へ
の
信

仰
を
基
底
と
し
て
、
四
宮
十
一
面
と
弥
勒
へ
の
信
仰
が
複
合
し
た
可
能
性
も
考
え
る
こ
と
は

で
き
る
。

　

以
上
、
像
に
つ
い
て
は
不
明
点
が
未
だ
多
く
残
さ
れ
る
も
の
の
、
厨
子
は
根
津
美
術
館

本
と
類
似
す
る
図
像
を
、
お
そ
ら
く
は
社
殿
を
舎
利
容
器
と
重
ね
る
意
図
の
も
と
選
択

し
、
高
円
山
を
光
条
表
現
と
共
に
描
く
、
南
都
律
宗
の
春
日
信
仰
と
い
う
面
か
ら
も
注
目

す
べ
き
作
例
で
あ
る
と
言
え
る
。

〈
付
記
〉な
お
二
〇
二
五
年
二
月
に
行
わ
れ
た
藤
岡
穣
氏
ら
に
よ
る
蛍
光
Ｘ
線
分
析
に
よ
り
、
金
銅
十
一
面
観
音
坐

像
の
う
ち
台
座
の
蓮
華
座
は
錫
を
含
む
青
銅
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
反
花
以
下
の
部
分
は
ほ
ぼ
純
銅
と

み
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
厨
子
の
蝶
番
に
は
砒
素
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館　

学
芸
員
）

　

さ
ら
に
叡
尊
教
団
に
お
い
て
、
春
日
神
は
叡
尊
自
身
と
重
ね
ら
れ
る
も
の
で
も
あ
っ

た
。
西
大
寺
蔵
『
光
明
真
言
会
縁
起
』
に
は
「
彼
上
人
。
釈
迦
文
殊
両
聖
化
身
。
春
日
五

社
第
一
御
殿
云
々
」
と
あ
り
、
同
様
の
見
方
は
金
春
禅
竹
の
『
明
宿
集
』
に
「
律
ハ
興

正
菩
薩
ノ
律
儀
。
御
入
滅
ノ
実
否
不
知
。
秘
伝
ニ
云
、
春
日
ノ
一
ノ
御
殿
ニ
入
給
フ
ト

云
々
。
然
バ
翁
ノ
用
身
也
」
と
あ
る
よ
う
に
後
世
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
叡
尊
を
釈
迦
を
通
じ
て
春
日
一
宮
と
同
一
視
す
る
の
は
、
そ
も
そ
も
叡
尊
最
晩
年
以
降

の
西
大
寺
流
で
は
、
叡
尊
を
釈
迦
に
重
ね
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
以

前
拙
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、『
西
大
勅
諡
興
正
菩
薩
行
実
年
譜
』
に
よ
れ
ば
弘
安
八
年

（
一
二
八
五
）に
叡
尊
は
三
輪
社
の
神
に
「
肉
身
釈
迦
」
と
し
て
迎
え
ら
れ
て
お
り
、
西
大

寺
の
叡
尊
坐
像
が
叡
尊
八
十
歳
時
に
造
ら
れ
た
の
も
、
八
十
歳
で
入
滅
し
た
釈
迦
に
重
ね

る
意
図
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い（
註
26
）。
叡
尊
教
団
に
お
い
て
は
、
貞
慶
の
釈
迦
＝
春

日
一
宮
信
仰
は
、
南
都
の
戒
律
復
興
運
動
の
中
で
高
ま
っ
た
春
日
信
仰
の
上
に
、
叡
尊
を

釈
迦
に
重
ね
る
思
惑
も
あ
っ
て
よ
り
強
固
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
厨
子
に
お
い
て
高
円
山
が
描
か
れ
、
そ
こ
に
光
条
が
指
す
表
現
が
な
さ
れ
る
の
は
、

本
厨
子
が
白
毫
寺
に
関
係
の
深
い
叡
尊
教
団
に
属
す
る
人
物
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
た
め

と
推
定
さ
れ
る
。
白
毫
寺
は
十
三
世
紀
後
半
か
ら
十
四
世
紀
前
半
に
か
け
て
叡
尊
教
団
の

葬
送
活
動
拠
点
で
あ
り
、
高
円
山
に
指
す
二
本
の
光
条
は
、
春
日
神
の
来
迎
を
表
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、
春
日
神
の
来
迎
あ
る
い
は
影
向
に
阿
弥
陀
如
来
の
よ
う
な

来
迎
表
現
が
用
い
ら
れ
る
例
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
春
日
社
の
本
地
仏
、
な
か

で
も
春
日
野
の
下
に
あ
る
と
信
じ
ら
れ
た
春
日
地
獄
の
救
済
者
・
地
蔵
菩
薩
の
来
迎
や
、

律
僧
が
葬
送
を
行
う
墓
域
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
阿
弥
陀
聖
衆
の
来
迎
と
い
う
可

能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

お
わ
り
に

　

以
上
に
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。

　

十
一
面
観
音
坐
像
の
製
作
時
期
は
光
背
を
含
ん
で
十
三
世
紀
末
か
ら
十
四
世
紀
と
考
え

ら
れ
る
。
光
背
背
面
に
は
環
袈
裟
を
着
け
た
女
性
出
家
者
像
が
描
か
れ
る
。
光
背
背
面
の

色
紙
形
に
あ
る
銘
文
は
、
片
側
（
緑
色
部
分
）
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
意
味
を
と
り
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（
註
17
）　

一
宮
社
殿
と
舎
利
容
器
が
重
な
る
こ
と
は
、
最
初
清
水
健
氏
よ
り
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
。

（
註
18
）　
『
興
福
寺
略
年
代
記
』（『
続
群
書
類
従
』
二
九
下
、
一
六
二
頁
）

（
註
19
）　

前
掲
註
１
谷
口
論
文

（
註
20
）　

本
稿
で
は
「
叡
尊
教
団
」
を
叡
尊
本
人
お
よ
び
彼
に
生
前
接
し
た
弟
子
周
辺
に
対
し
て
用
い
、「
西

大
寺
流
」
を
叡
尊
本
人
と
の
関
連
が
薄
い
人
々
に
対
し
て
用
い
る
。

（
註
21
）　
『
西
大
寺
関
係
史
料（
一
）』
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
、
一
九
六
八

（
註
22
）　

前
掲
註
10
松
尾
著
書　

舩
田
淳
一
「
春
日
神
に
抗
う
南
都
律
僧
─
死
穢
克
服
の
思
想
─
」（
舩
田

淳
一
『
神
仏
と
儀
礼
の
中
世
』
法
藏
館
、
二
〇
一
一
）
舩
田
淳
一
「
死
穢
を
超
越
す
る
神
─
中
世

南
都
律
僧
の
春
日
信
仰
に
向
け
て
─
」（『
差
別
と
宗
教
の
日
本
史
』（
シ
リ
ー
ズ
宗
教
と
差
別 

第
２

巻
）、
法
藏
館
、
二
〇
二
二
）

（
註
23
）　

該
当
箇
所
は
そ
れ
ぞ
れ
、
太
山
王
像
墨
書
（『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成 

鎌
倉
時
代 

造
像
銘
記

篇
９
解
説
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
三
、
一
二
九
頁
）、
叡
尊
坐
像
納
入
『
法
華
経
』（『
日

本
彫
刻
史
基
礎
史
料
集
成 

鎌
倉
時
代 

造
像
銘
記
篇
14
解
説
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
八
、

一
七
七
頁
上
段
）、『
西
大
寺
有
縁
過
去
帳
』（『
西
大
寺
叡
尊
伝
集
成
』
奈
良
文
化
財
研
究
所
、
一

九
七
七
、
三
五
二
頁
下
段
）。
な
お
奥
健
夫
氏
は
教
尊
を
東
大
寺
戒
壇
院
僧
と
し
て
複
数
の
史
料

に
載
る
人
物
に
比
定
し
て
い
る
（
前
掲
資
料
集
成
鎌
倉
時
代
９
解
説
）。
太
山
王
像
墨
書
に
つ
い
て

は
『
西
大
寺
有
縁
過
去
帳
』
で
も
近
い
位
置
に
名
が
載
る
妙
観
と
共
に
記
さ
れ
る
た
め
叡
尊
教
団

関
係
の
教
尊
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
と
考
え
る
が
、
こ
の
両
者
が
同
一
人
物
で
あ
る
か
否
か
は
今

後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

（
註
24
）　

行
徳
真
一
郎
「
湯
木
美
術
館
所
蔵
「
春
日
宮
曼
荼
羅
図
」」（『
デ
ア
ル
テ
』
八
、
一
九
九
二
）

（
註
25
）　

舩
田
淳
一
「
南
都
戒
律
復
興
に
お
け
る
受
戒
儀
礼
と
春
日
信
仰
の
世
界
」（
舩
田
淳
一
『
神
仏
と
儀

礼
の
中
世
』
法
藏
館
、
二
〇
一
一
）

（
註
26
）　

大
沼
陽
太
郎
「「
生
身
」
を
「
模
写
」
す
る
こ
と
─
西
大
寺
釈
迦
如
来
立
像
と
叡
尊
坐
像
の
像
内

文
書
に
見
え
る
「
模
写
」
に
つ
い
て
─
」（『
美
術
史
学
』
四
五
、
二
〇
二
四
）

《
図
版
の
出
典
》

口
絵
全
て
、
挿
図
２
～
４
、
15
：
佐
々
木
香
輔
氏
撮
影

挿
図
１
、
12
、
13
：
筆
者
撮
影

挿
図
５
、
10
：Colbase (https://colbase.nich.go.jp)

挿
図
６
：
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
仏
舎
利
の
荘
厳
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
三
、
一
五
二
頁
よ
り
転
載

挿
図
７
：
根
津
美
術
館
学
芸
部
編
『
春
日
の
風
景
─
麗
し
き
聖
地
の
イ
メ
ー
ジ
─
』
根
津
美
術
館
、
二
〇
一
一

　
　
　
　

よ
り
転
載

挿
図
８
：
湯
木
美
術
館
提
供

挿
図
９
：
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
仏
舎
利
と
宝
珠
─
釈
迦
を
慕
う
心
─
』
奈
良
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
一
、

　
　
　
　

九
五
頁
よ
り
転
載

挿
図
11
、
14
：
根
津
美
術
館
提
供

（
註
１
）　

梅
沢
恵「
春
日
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
の
変
相
─
山
の
端
の
円
相
を
め
ぐ
っ
て
─
」（
根
津
美
術
館『
春

日
の
風
景
─
麗
し
き
聖
地
の
イ
メ
ー
ジ
─
』、
二
〇
一
一
）、
谷
口
耕
生
「
春
日
曼
荼
羅
の
成
立
に

関
す
る
覚
書
」（『
国
宝　

春
日
大
社
の
す
べ
て
』
奈
良
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
八
）

（
註
２
）　

松
村
和
歌
子
「
聖
地
と
し
て
の
春
日
山
と
そ
の
信
仰
」（『
奈
良
学
研
究
』
二
二
、
二
〇
二
〇
）

（
註
３
）　

久
保
智
康
「
春
日
形
厨
子
の
系
譜
に
お
け
る
木
村
定
三
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ｍ
6
1
6
《
黒
漆
厨
子
》」

（
愛
知
県
美
術
館
『
研
究
紀
要
』
二
五
号
、
二
〇
一
九
）

（
註
４
）　

奈
良
国
立
博
物
館
編
『
仏
舎
利
の
荘
厳
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
三
、
三
三
五
頁
上
段

（
註
５
）　

内
藤
栄
「
密
観
宝
珠
形
舎
利
容
器
に
つ
い
て
」（『
鹿
園
雑
集
』
四
号
、
奈
良
国
立
博
物
館
、
一
九

九
九　

の
ち
内
藤
栄
『
舎
利
荘
厳
美
術
の
研
究
』
青
史
出
版
、
二
〇
一
〇
所
収
）

（
註
６
）　

た
だ
し
、
本
作
の
図
像
構
成
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
春
日
宮
曼
荼
羅
は
そ
の
製
作
意
図
に
応
じ

て
絵
様
を
組
み
合
わ
せ
て
製
作
さ
れ
る
場
合
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
註
７
）　

前
掲
註
５
内
藤
論
文

（
註
８
）　

前
掲
註
５
内
藤
論
文

（
註
９
）　

河
田
貞
『
日
本
の
美
術　

№
２
８
０　

仏
舎
利
と
経
の
荘
厳
』
六
六
～
六
八
頁

（
註
10
）　

松
尾
剛
次
『
中
世
の
都
市
と
非
人
』
法
蔵
館
、
一
九
九
八

（
註
11
）　

白
原
由
紀
子
「
法
隆
寺
所
蔵
春
日
宮
曼
荼
羅
考
─
春
日
宮
曼
荼
羅
の
図
様
展
開
に
関
す
る
試
論
─
」

（『
此
君
：
根
津
美
術
館
紀
要
』
四
、
二
〇
一
二
）

（
註
12
）　

根
津
美
術
館
本
お
よ
び
そ
の
風
景
描
写
に
関
し
て
は
、
以
下
を
参
照
し
た
。

　
　
　
　

根
津
美
術
館
学
芸
部
編
『
春
日
の
風
景
─
麗
し
き
聖
地
の
イ
メ
ー
ジ
─
』
根
津
美
術
館
、
二
〇
一
一

　
　
　
　

白
原
由
紀
子
「
春
日
宮
曼
荼
羅
─
図
像
の
諸
相
と
展
開
─
」（『
春
日
の
風
景
─
麗
し
き
聖
地
の
イ

メ
ー
ジ
─
』
根
津
美
術
館
、
二
〇
一
一
）

　
　
　
　

白
原
由
紀
子
「
根
津
美
術
館
所
蔵　

春
日
宮
曼
荼
羅
考
─
図
像
の
成
立
と
制
作
時
期
─
」（
林
温
編

『
様
式
論 : 

ス
タ
イ
ル
と
モ
ー
ド
の
分
析
』（
仏
教
美
術
論
集
１
）』
竹
林
舎
、
二
〇
一
二
）

　
　
　
　

松
村
和
歌
子
「
春
日
宮
曼
荼
羅
と
社
頭
景
観
の
史
料
」（『
此
君
：
根
津
美
術
館
紀
要
』
四
、
二
〇

一
二
）

　
　
　
　

岡
崎
有
紀
「
根
津
美
術
館
蔵
「
春
日
宮
曼
荼
羅
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
美
術
史
』
一
九
二
、

二
〇
二
二
）

（
註
13
）　

谷
口
耕
生
「
南
市
町
自
治
会
所
蔵
春
日
宮
曼
荼
羅
試
論
」（『
論
集
・
東
洋
日
本
美
術
史
と
現
場 : 

見
つ
め
る
・
守
る
・
伝
え
る
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
二
）

（
註
14
）　

前
掲
谷
口
論
文

（
註
15
）　

根
津
美
術
館
本
春
日
補
陀
落
山
曼
荼
羅
と
南
都
の
観
音
信
仰
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
清
水
健

「
根
津
美
術
館
所
蔵
春
日
補
陀
落
山
曼
荼
羅
小
考
」（『
美
術
史
学
』
二
五
、
二
〇
〇
四
）

（
註
16
）　

阿
部
泰
郎
「
神
道
曼
荼
羅
の
構
造
と
象
徴
世
界
」（
桜
井
好
朗
編
『
大
系　

仏
教
と
日
本
人
１　

神

と
仏
─
仏
教
受
容
と
神
仏
習
合
の
世
界
』
春
秋
社
、
一
九
八
五　

の
ち
に
阿
部
泰
郎
『
中
世
日
本

の
世
界
像
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
所
収
）
ま
た
谷
口
耕
生
氏
は
阿
部
氏
を
引
い
て
同

様
に
述
べ
（
前
掲
註
１
谷
口
論
文
）、
根
津
美
術
館
本
に
つ
い
て
岡
崎
有
紀
氏
も
同
旨
の
見
解
を
述

べ
る（
前
掲
註
12
岡
崎
論
文
）。
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《
謝
辞
》

　

工
芸
・
絵
画
・
彫
刻
と
幅
広
い
領
域
に
ま
た
が
る
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
清
水
健
、
藤
原
重
雄
、
長
岡
龍
作
、

川
瀬
由
照
、
本
田
諭
、
松
井
美
樹
、
小
池
寧
々
を
は
じ
め
と
す
る
各
氏
、
お
よ
び
同
僚
の
吉
田
恵
理
、
藤
田
紗
樹

氏
に
貴
重
な
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
清
水
健
氏
に
は
厨
子
や
春
日
宮
曼
荼
羅
に
関
す
る
基
礎

知
識
を
は
じ
め
と
し
て
多
大
な
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
根
津
美
術
館
様
、
湯
木
美
術
館
様
、
南
市
町
自
治
会
様
、
般
若
寺
様
、
慈
眼
寺
様
に
は
、
所
蔵
品
の

掲
載
を
ご
快
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。




